
七
月
二
十
二
日
䥹
火
䥺
足
立
美
術
館
䥹
見
学
䥺
䣍
玉
造
温
泉
䥹
泊
䥺 

七
月
二
十
三
日
䥹
水
䥺
出
雲
大
社
䥹
正
式
参
拝
䥺
䣍
神
楽
殿
・
ご
縁
横
町 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

出
雲
市
内
䥹
昼
食
䥺
䣍
倉
敷
美
観
地
区
䥹
散
策
䥺
䣍
倉
敷
由
加
温
泉
䥹
泊
䥺 

七
月
二
十
四
日
䥹
木
䥺
備
中
國
一
宮
・
吉
備
津
神
社
䥹
正
式
参
拝
䥺
䣍
備
前
國
一
宮
・
吉
備
津
彦
神
社 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

䥹
正
式
参
拝
䥺
䣍
姫
路
䥹
昼
食
䥺
・
黒
田
官
兵
衛
ド
ラ
マ
館 

 

 
 

 
神

社

庁

旅

行
䣓
平
成
の
大
遷
宮
が
営
ま
れ
た
出
雲
大
社
正
式
参
拝
・
玉
造
温
泉
・

倉
敷
由
加
温
泉
二
泊
旅
行
䣔 

  
  

富山県 

神社庁

報 

平
成
二
十
六
年
十
月
六
日
発
行 

発
行
所 

富
山
県
神
社
庁 

編 

集 

教
化
委
員
会
広
報
部
会 
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平
成
二
十
六
年
六
月
十
一
日
䦅
十
二
日
に
䣍 

石
川
県
神
社
庁
研
修
所
主
催
に
て
第
十
六
回
北
陸

地
区
女
子
神
職
研
修
会
が
行
わ
れ
䣍
富
山
県
女
子
神

職
会
か
ら
八
名
が
参
加
し
ま
し
た
䣎
一
日
目
は
䣍
宮

城
県 

八
重
垣
神
社
宮
司 

藤
波
祥
子
先
生
よ
り 

演
題
䣓
氏
子
の
信
仰
に
支
え
ら
れ
䣔
を
ご
講
演
し
て

戴
き
ま
し
た
䣎
東
日
本
大
震
災
で
社
殿
な
ど
が
津
波

で
流
さ
れ
䣍
震
災
前
に
は
戻
ら
な
い
現
実
の
中
で
䣍

ど
う
生
き
る
か
䣍
何
を
す
べ
き
か
䣍
生
き
る
と
い
う

こ
と
を
深
く
考
え
た
こ
と
䣍
そ
し
て
䣍
復
興
の
た
め

ご
尽
力
さ
れ
て
い
る
様
子
䣍
人
の
心
の
信
仰
に
支
え

ら
れ
て
ご
奉
仕
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
聴
講
し
ま

し
た
䣎
二
日
目
は
䣍
金
沢
の
伝
統
文
化
を
訪
ね
䣍
教

養
を
高
め
る
と
と
も
に
相
互
の
親
睦
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
䣎 

 
 

 
 

 
 

 
 

女
子
神
職
会 

武
田
み
ち
子
記 

 

か
わ
ら
版

か
わ
ら
版  

  

第
十
六
回
北
陸
地
区 

 
 

 

女
子
神
職
研
修
会
開
催 

第
三
十
回
庭
燎
の
集
い
開
催 

八
月
二
十
一
日 

 
会
場 
小
矢
部
市
神
明
宮
䥹
大
峯
智
之

宮
司
䥺
参
加
児
童
二
十
一
名
保
護
者
四

名
䣍
神
職
十
名
䣍
雅
楽
部
四
名 

 

平
尾
副
庁
長
以
下
参
加
者
八
十
四
名 
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第
三
十
七
回
お
宮
さ
ん
を
描
く
写
生
大
会 

 

応
募
数
四
三
一
点 

 

全
作
品
展
示
䣓
と
や
ま
自
遊
館
䣔
八
月
六
䣢
十
四
日 

 
入
選
作
品
展
示
䣓
大
和
富
山
店
䣔
䣓
大
和
高
岡
店
䣔
八
月
十
五
日
䣢
十
九
日 

 

表
彰
式 

八
月
十
七
日
䥹
日
䥺
呉
東
・
午
前
十
時
日
枝
神
社
社
務
所 

呉
西
・
午
後
二
時
大
和
高
岡
店
七
階 

第
十
一
回
䣓
雅
楽
研
修
会
䣔
九
月
九
䣢
十
日 

会
場 

神
社
庁 

 
 
 

温
習
曲 

蘭
陵
王
䣍
納
曾
利
䣍
長
慶
子
䣍
越
殿
楽
三
調
䣍
其
駒 

第
十
六
回
浦
安
の
舞
講
習
会 

八
月
四
䣢
五
日
初
級
䣍
八
月
五
䣢
七
日
指
導
者 

会
場 

射
水
神
社 

講
師 

先
﨑
徑
子
先
生
他 

第
五
回
朝
日
舞
研
修
会 

十
月
六
日 

神
社
庁 

祭
式
作
法
練
習
会 

 

・
各
会
場
と
も
基
本
動 

六
月
二
十
五
日 

射
水
神
社 

作
作
法
の
反
復
練
習

八
月 
十
九
日 

魚
津
神
社 

を
主
体
に
稽
古 

 

魚
津
・
集
中
豪
雨
土
砂
崩
れ
発
生
䣍
二
社
被
災 

 

七
月
十
九
日
深
夜
か
ら
二
十
日
未
明
に
か
け
て
県
内
を
襲
䣬
た

記
録
的
豪
雨
に
よ
り
䣍
魚
津
市
東
山
に
鎮
座
・
東
山
神
社
䥹
田
代
真

章
宮
司
䥺
は
䣍
本
殿
裏
の
土
砂
崩
れ
に
よ
䣬
て
社
殿
が
倒
壊
䣍
御
神

体
も
土
砂
に
流
さ
れ
た
䣎
魚
津
市
日
尾
鎮
座
䣍
神
明
社
䥹
髙
倉
政
憲

宮
司
䥺
も
狛
犬
䣍
参
道
の
一
部
損
傷
な
ど
境
内
地
周
辺
が
被
災
し
た
䣎 

  

七
月
二
十
四
日
䣍
富
山
県
神
道
青
年
会
で
は
䣍
東
山
神
社
周
辺
の

復
興
・
復
旧
作
業
に
取
り
組
み
䣍
前
日
ま
で
に
掘
り
出
さ
れ
た
御
神

体
と
合
わ
せ
て
十
八
柱
の
御
神
体
を
神
社
近
く
の
東
山
公
民
館
に

運
び
込
み
䣍
同
日
夕
刻
よ
り
䣍
氏
子
ご
参
列
の
も
と
䣍
東
山
神
社
の

田
代
宮
司
と
寺
田
祢
宜
䣍
青
年
会
の
会
員
に
よ
䣬
て
仮
遷
座
祭
を
斎

行
し
た
䣎 

 

魚
津
市
日
尾
鎮
座 

神
明
社 

宮
司 

髙
倉
政
憲 

狛
犬
䣍
参
道
の
一
部
損
傷 

第
二
回
田
ん
ぼ
学
校 

田
植
え
体
験 

五
月
二
十
五
日 

会
場 

新
川
神
社 

参
加
児
童
三
十
名 

保
護
者
二
十
五
名 

富
山
県
神
社
庁
富
山
支
部
・
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
事
業 

い
い
た
て
富
山
で
夏
休
み 

八
月
四
䣢
七
日 

 

呉
羽
少
年
自
然
の
家 

児
童
二
十
名 

大
人
四
名 

・
ト
ロ
䣹
コ
で
黒
部
渓
谷
を
観
光 

・ 

四
方
八
重
津
浜
海
水
浴 

・ 

民
族
民
芸
館
な
ど 

射水神社 

記
紀
神
話
研
修
会 

八
月
二
十
六
日 

午
後
一
時
半
䣢
五
時 

皇
學
館
・
荊
木
美
行
講
師 

䣓
出
雲
の
神
と
皇
室
䣔䣓
帝

王
系
図
と
古
代
王
権
䣔 

参
加
者
三
十
一
名 

編集後記 今回は行事が多く、文字よりも視覚で活動の様子をくみ取っていただければ幸いです。広報：舩木 
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